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保護活動の今～地域連携を探る
トー 1

保護された犬の数だけ物語がある一―。
保匿犬にまつわる様々なドラマをご紹介している『保殴犬シンデレラ・ストーリーズ」•

今回は都道府県と政令市が連携し、運営する全国初の『京都動物愛護センター」を紹介します。
届先端の開放的な施設や、独自の逓営形態を活用した取り組みが話題を呼んでいます。
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の
柔
ら
か
な
陽
を
浴
び ．
ド
ソ
グ
ラ
ン

の
中
で
犬
た
ち
が
の
び
の
び
と
楽
し
そ
う
に

じ
ゃ
れ
合
っ
て
い
る 。
寮
都
駅
か
ら
約
2
km

の
市
街
地
に
も
か
か
わ
ら
ず ．
テ
ニ
ス
コ
ー

卜
約
12
面
分
も
の
広
さ
が
あ
る
と
い
う 今
大

型
犬
用
と
中・
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犬
用 、
個
別
利
斥
の
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区
画
が
整

備さ
れ
た
こ

の広
大
な
ド
ッ
グ
ラ

ン
は 、
昨
年
4
月
に
開
設
し
たr
京
都
動
物

愛
謹
セ
ン
タ
ー」

が
運
営
し
て
い
る 。
保
護

＂
 K·
 猫
の
譲
濱
翠
業
を

手が
け
る
は
か 、
し

つ
け
や
動
物
と
の
適
切
な
関
わ
り
方
な
ど

を

啓発
す
る

事業も推進
し
て
い
る 。

「
当
セ
ン
ク

ーは
京

都府と京
証
市
が

共同

で
運
営
す
る
蜀
物
愛
讀
施
設
で
す °
府
と

市
が
連
携
す
る
こ
と
で 、――
堡

行政
の
無
駄

を
な
く
し 、

保謹
犬・
猫
の
譲
渡
対
象
が
京

都府
全
体
へ
と
広
が
り
ま
し
た “
都
道
府
恨

と
政
令
市
が
連
携
し
た

事薬
酒
営
は
全
国
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各地
の

自治
体
か
ら
見
学
に
来‘つ
れ
る

方
も
多
い
ん
で
す」

そ
う
庭
る
の
は
本
セ
ン
タ
ー

次
長
で
獣

医
証
の

神村
孝
さ
ん 。
醐
員
数
21
名
の
内

8名が

獣ぼ
師
だ °
セ
ン
ク
_

内
の
治
棟
室

で
昼
問
は
保
護
さ
れ
た
動
物
の
治
療
を
行

い 、
夜
閤
は
公

益社
団

法人
京
稔

市獣医
師

会
が「
京
郡
夜
問
動
物
教
急
セ
ン
ク
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を

蓮
宮
レ
て
い
る。
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＂
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1
0
0
名
程
在
藷
し 、

g
に
飼

育放
粟
を
し
て
し
ま
う
こ
と
や 、
迷

シ
フ
ト

制
で
受
付

薬務や
掃
除 、

施設
の
案

子
の
犬
や
描へ
の
対
策
と
し
て
注
目
を
果
め

内
な
ど

を担
当。
個
人
の

特技
を
生
か
し
て

て
い
る
の
が
「
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ」
だ q
ペ
ッ

掲
示
物
の
作
成
を
行っ
た
り し
「
愛―
フ
ン
ド

ト
に
装
蒼
ず
る
こ
と
で 、
保
謹
し
た
際
に
マ

通信』
と
い

う啓
発
機

関誌
を
年
4
回

発行

イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
リ
ー

ダ
ー

で
情
報
を
院
み
取

し
て
い
る 。
誨
貝
と
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
慟

れ
ば 、
詞
い
主
が
特
定
で
き
る 。

し 、
し
つ
け
や
固
閉

き指
導
の
マ
ン
ス
リ
ー

「
当
セ
ン
タ
ー

で
も
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
リ
ー

イ
ペ
ン
ト

を開
低
す
る
な
ど
工
夫
を
産
ね
な

ダ
ー

を活用
し
て
お
り 、
セ
ン
ク
ー

で
譲
渡

が

｀i
に
当
た
り 、
非
常
に
よ
い
環
境
が

す
る
す
ぺ
て
の
犬•
猫
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

出来占弯
て
い
る 。

を
装
葦
し
て
い
ま
ず°

保謹

活動
と
並
行
し

て 、
保
蹟
大・
猫
の
製
を
域
ら
す
取
リ
組
み

は
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す」
と 、
神
村
さ

ん 。
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
リ
ー

ダ
ー

の
購
入
資

全
は 、
メ
リ
ア
ル・
ジ
ャ

パ
ン
の
手
が
け
る

「
セ
ー

ブ
ペ
ッ

トプ
ロ
ジェ
ク
ト」

に
よ
る
寄

付
か
ら
賄
わ
れ ，
関
係

各所を通
じ
て
本
セ

ン
タ
r

に
贈
呈
さ
れ
た 。
セ
ー

プ
ベ
ッ
ト

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は 、
ノ``
I・
マ
ダ
ニ
駆
除
薬
の

「
フ
ロ
ン
ト

ラ
イ
ン」
や「
ネ
ク
ス
ガ
ー

ド」 ｀

フ
ィ
ラ
リ
ア
症
予
防
薬
の
収
益
の一
部
を ．

保

護犬・
猫

を支
援
す
る
活
動
に
寄
付
し
て

い
る 。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は 、
資
全
が
不

足
し
が
ち
な
保
護
活
動
の
大
き
な
支
え
と

なっ
て
い
る 口

動
物
福
祉
に
お
け
る一
蕃
の
問
穎
点
は

「
垣
根｝
で

ある 。
垣
根
が
あ
る
こ
と
で 、
譲

渡
対
象
が
広
が
ら
な
い ．

閾貝
の
手
が

足り

な
い
な
ど
の
問
題
が
起
こ
り
が
ち
で
あ
る 。

利用
者
と

蒻貝°
藍
員
と
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア 。

都
道
府
県
と
政
令
市 •
一
穀
企
簗
と

行政 ．

本セ
ン
タ

ーは
あ
ら
印
る
垣
根
を
越
え
る
新

時
代
の
動
物
愛
讀
セ
ン
タ
ー
と
い
え
る •
そ

の

活勤
は
多
く
の
人
々
の
心
に
届
翌
着
実

に
宴
を

結び始
め
て
い
る 。
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，

取
材
当
日
は 、
犬
や
猫
の
し
つ
け
や
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行っ
て
い
る
セ
ン
タ
ー

耳農
の

ト
レ
ー

ナ
_

山

本央
子
さ
ん
が 、
保

讀犬
の

譲
渡
者
を
対
象
に
し
た
「
ベ
ッ
ト

と快
邁
に

暮
ら
ず
セ
ミ
ナ
ー」
を
問
い
て
い
た 。
昨
年

6
月
に
セ
ン
ク
ー

か
ら

犬
の
頷
渡
を
受
け
た

参

加者
は 、
「
ど
ん
な
小
さ
な
倍
み
で
も
旧

該
で
き ｀

的確
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
え
る 。

愛
謂
セ
ン
タ
ー

で
且
渡

を受
け
る
と
こ
ん
な

に
手
竪
い
フ
ォ
ロ
ー

があ
る
こ
と
を
も
っ
と

皆に知
っ
て
ほ
し
い」
と
藷
令
本
セ
ン
タ

ー
で
は
譲
渡
後
の
フ
ォ
ロ
ー

を
亘
視
し 、
こ

う
し
た
セ
ミ
ナ
ー

も
実
糀 。
ド
ッ
グ
ラ
ン
に

遊
び
に
来
た
際
で
も ｀

覇員
が
常
駐
し
て
い

る
た
め
気
軽
に
悩
み
を
相
談
で
き
る •
こ
う

し
た
努
力
に

8

よ
り「
Ill
渡
後

用

の
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数
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を

遥成し
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い
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ゃ

保
讚
さ
れ
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る
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数
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体
を
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ら
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に
も
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セミナーにて鵬鄭を喜める
山本央干さんぷの行麟を
圏●した上でしつけることが
•詈と日る，

、 'J シリーズの除薬ウロントラ
!- fヘットプn

SAVE PET PROJECT 

保護犬を新しい家族に
迎えませんか

への愛憤が、行き
湯をなくした動衿たち ヽ�

//)幸せへとつながります．
セーブベットプロジェクドでは.NF'O法人

ワンワンバーテイクラブを過し、 これまで
400頭もの補災犬の保l:l活動を支揖してき
ました現在はぼ災ペット以外の保II犬た
認這鵡叫澤厚してい訂．

セープベット I一墾笠�

iー

1年で約13万頭.Illい主に樋てられ、
殺処分ざれるイヌやネコの政です＂「セー
ブベットフロジェクト」13.. 動物貸戸で処方
されるメリアルジャパンのノミ•マダニ駆除
葦「フロントライン」「ネクスガード」犬フィ
ラリア症予防纂の売J上げの一郎を、飼い
主のいない動拘たちを救うために役立てる
勤物費碩ブロジェクトです•あなたのペット

X 

・マダニ対策力
‘

●平...� 誓II'凧虞鯛T•>より

-rrw一

保謹団体
Illし1主のいない

恒壽大や慣籍の霙供

• 一
しっぼネット

伐璽犬の医麟ケア・しつ"・
滋のマサカ�IC

， 
新しい鋼い主さん

鳳リ置けた負しっぱネ叫いの
ド』 ライ.,力つンセうー，，，

サポートがあります•

乎28年
OOい合わせ件数1,172件のうち、 祖31印血

保護犬譲渡成立数360件
如＂記事を鰻んで保璽犬の引き配9を張められた力がい1,-,1,,い乞す、＇

謳置サポートシステム
「しつばネット」の仕組み

NPO法人ワンワンバーティ
クラブのしっぽネッドでは、
保諄犬の譲渡を行っていま
す．遍営費用Iふ補助助成
金 、 企業脇貧金、寄付金で
戌I)立つています．胴い主
となる方の費用負担はあり
ません． ニプラコ

ドッグ吠用べ置緯·在知／カニ・”ミ•/ヽv,遭蛉紅I騒呵用置膿品｝
"'•7h艤月ノミ配鯰•寄生予防／マグニ•/ヽジラ.!:11!緯郎

仁- し � 鼻―-,r'..;''...: すi

Jl14II惧 ノミ・マダニの怖さ 、 予防の大切さをリーフレットにまとめました． ＂＂りコ”吟
http://enq.digltaJ.asahi.com/eposV 

日本全纂工婁株式会社

コ'Cl:Jt-ラ

メリアル・ジャバン株式会社

；；；用ノミ・マダニ駆粽累l
l塾糟野口＇贔I


